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研究成果の概要（和文）：　地域在住高齢者を対象に、過活動膀胱（OAB）の有病割合と身体的フレイル指標と
の関連を横断的に調べた結果、歩行速度が遅くなるほどOABの有病割合が増加することがわかった。一方、他の
身体的フレイル指標で関連が示されたのは過体重のみで、筋肉量や筋力の低下とは有意な関連を認めなかった。
　さらに、切迫性尿失禁の有無を区別したOABと転倒リスクとの関連を調査した多変量ロジスティック回帰分析
の結果、OAB群では非OAB群と比較して、切迫性尿失禁の有無に関わらず、2倍以上の転倒リスクがあった。ま
た、同集団における決定木分析では、前年に転倒歴がない集団でもOABがある場合、翌年に約2割で転倒を認めて
いた。

研究成果の概要（英文）：　A cross-sectional study of the prevalence of overactive bladder (OAB) and 
its association with physical frailty indices among community-dwelling older adults found that the 
prevalence of OAB increased with slower walking speed. On the other hand, the only other physical 
frailty indicator that showed an association was overweight, and no significant association was 
found with loss of muscle mass or muscle strength.
　Furthermore, multivariate logistic regression analysis examining the association between OAB and 
risk of falls, distinguishing between patients with and without urge urinary incontinence, found 
that the OAB group had more than twice the risk of falling compared to the non-OAB group, regardless
 of whether they had urge urinary incontinence. In addition, a decision tree analysis in the same 
population showed that even in a population with no history of falls in the previous year, 
approximately 20% of the patients with OAB had a fall in the following year.

研究分野： 臨床疫学

キーワード： 下部尿路機能障害　フレイル　サルコペニア　歩行速度　転倒　下部尿路症状　過活動膀胱　低活動膀
胱

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　高齢者において、フレイル・サルコペニアと下部尿路機能障害はいずれも切実な病態であり、ともに加齢をベ
ースとする多因子疾患・症候群で共通点が非常に多い。今回の研究成果からも両者の強い関連性が示唆された。
近年の関心の高まりもあって、今後、さらなる疫学的知見の蓄積が期待される。
　両者とも予防や治療による介入が可能であることが知られ、次の研究のステップとして、それぞれへの介入が
もう一方の予防や治療にも繋がるのか明らかにすることは臨床上、非常に有用であろう。また、泌尿器科医とし
て下部尿路機能障害を有する患者の治療にあたる際には、ADLや移動機能にも配慮した診療を常に心掛けなけれ
ばならない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
低活動膀胱とよばれる新たな疾患概念が、近年、国際的に注目されている。低活動膀胱は、進

行すると患者自身での排尿が難しくなり、生涯導尿やカテーテル留置を強いられることになる。
低活動膀胱の背景には神経生理学的な病態としての排尿筋低活動があるが、目下、その排尿筋低
活動を診断するためには高度な専門性を要しかつ患者への負担が極めて大きい尿流動態検査を
行うことが必須で、このことが病態解明を遅らせる一因となっている。 
私たちは、これまで疫学研究を通して過活動膀胱がもたらす医学的・社会的インパクトを明ら

かにしてきた。そしてこの一連の研究の中で、過活動膀胱とは逆ともいえるこの低活動膀胱が、
実は過活動膀胱と密接に関連しうることを見出した。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、過活動膀胱研究で得られた成果を発展させ、まだ日本でほとんど知られていない、
地域及び医療機関における低活動膀胱の実態を調査する。さらにデータベースの構築、診断・予
後予測ツールの開発を通じて、最終的にはハイリスクアプローチを用いた地域における予防介
入にまでつなげることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
低活動膀胱患者の健康医療情報を網羅的に蓄積していくために基盤となるデータベースシス

テムを構築した。さらに、診断ツールとして用いる質問票の開発のために幅広い文献レビューを
行い、質問票の中に組み入れるべき項目の候補を抽出した。その後、専門家との協議を繰り返し
行い、排尿筋低活動と区別すべき病態のうち臨床的に最も重要な膀胱出口部閉塞、そして正常状
態について本研究で用いる診断基準を確定し質問票を完成させた。質問票を用いて下部尿路症
状を有する患者に実態調査を行った。 
 

 
４．研究成果 
 
1. 低活動膀胱の疫学的知見に関する文献レビュー 
男性でより多く症状を有し、男女とも加齢に伴って有病割合が増加することが示唆されるが、

目下、低活動膀胱やその原因病態である排尿筋低活動には科学的に妥当で広く利用可能な診断
基準が存在しない。本領域で質の高いエビデンスはほとんど認めなかった。 
 

2. 過活動膀胱症状と身体的フレイル指標の関連 
75 歳以上の地域在住高齢者を対象に、過活動膀胱症状の質問票調査とともに身体的フレイル

の指標である歩行速度や筋肉量、筋力、BMI を測定し、両者の関連を横断的に調べた。解析の結
果、歩行速度が遅くなるほど過活動膀胱の有病割合が増え、線形の量反応関係にあることが分か
った。さらに歩行速度は、切迫性尿失禁に加え、尿意切迫感とも有意な関連を認めたが、昼間や
夜間の尿回数とは有意な関連を認めなかった。一方で、フレイル指標の中でも、筋肉量や筋力と
過活動膀胱との間には明らかな関連性を認めなかった。 
 

3. 切迫性尿失禁と要介護・死亡の関連 
65 歳以上の地域在住高齢者を対象に、質問票調査に基づき、切迫性尿失禁の有無や重症度で

分類し、要介護３以上や死亡の発生との関連を縦断研究で検討した。1580 名の対象者を中央値
3.9 年間追跡し、35件の要介護３以上および 44件の死亡を認めた。切迫性尿失禁のある住民で
は有意に高い死亡率を認めたが、要介護の発生率に関しては切迫性尿失禁の有無で差を認めな
かった。 
 

4. 過活動膀胱症状と転倒の関連 
75 歳以上の地域在住高齢者 577 名を対象に行った縦断研究の結果、前年に一度も転ばなかっ

たような転びにくい高齢者でも、たとえ切迫性尿失禁を伴わなくとも、過活動膀胱を有するだけ
で翌 1 年間に経験する転倒の発生が 2 倍以上多くなることが明らかとなった。尿意切迫感を覚
えると歩行のリズムや速度が平時とは異なることが既に報告されており、後期高齢者において



はそのような変化が転倒を引き起こす可能性がある。 
 

5．過活動膀胱症状と終末糖化産物の蓄積との関連 
 酸化ストレスや虚血と関わりのある終末糖化産物の蓄積と過活動膀胱症状との関連性につい
て横断的に検討した。解析の結果、健常な後期高齢者においては両病態の間に有意な関連性があ
るとはいえないことが明らかとなった。他方、先行研究では、膀胱組織における終末糖化産物の
蓄積が確認され、糖尿病患者における終末糖化産物の蓄積と過活動膀胱症状との関連が報告さ
れている。これらを踏まえると、終末糖化産物と過活動膀胱症状との関連には閾値の存在など、
何らかの非線形な関係性が示唆される。 
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